
健康モデル・生活づくり・環境調整・遊びの視点から見た

第３回
２０２６年
７月５日（日）

対象 依存の問題の支援に携わる（携わりたい）方
（依存問題がある本人・家族向けではありません）

海外の進んだ依存問題対策を見てみると、科学を下地とした「安全に楽しむための環境づくり」や「社
会との対話」を重視する「RG：Responsible Gaming」の考えが広がっています。日本でもRG視点の
支援や対策は、今後ますます重要になっていくと考えられます。
一方で、「信頼」や「社会への浸透」を実現するには、科学的な正しさだけでは十分ではありません
（特に日本では）。感情的な納得も含めて、どのような言葉や姿勢で向き合うか、考え続けていく必要
があります。
本講座では、世界の文化や事例を参考にしながら、日本における“依存問題”問題について考えます。
支援職・事業者などの立場や枠組みを越えて一緒に学ぶ機会にできたらと思っています。

世界を歩いて考える、日本の“依存問題” 問題！
～IR時代の「予防」と「発信」～

講師：小堀健太さん（株式会社ダイナム／適正娯楽推進担当）

Zoom勉強会の時間
13:30～15:30（13:20からZoom会議室を開きます）

参加費
無料

参加方法
申込みフォームからお申込みが必要です
2026年6月30日（火）締切（定員約40名）

当勉強会ホームページから
https://problemgambling.namaste.jp/

注：申込みのない方にZoomのURL等を教えることは固くお断りします。

QR コードから

1. 各自お申し込みください（複数人まとめて申込みできません）
2. 2026年7月2日頃にZoomのURLを送信します。

娯楽を
提供する
事業者等は
こちら→

保健・福祉・
法律等の
支援者は
こちら→

主催：依存の問題の支援に携わる人たちの勉強会
協力：特定非営利活動法人 リカバリーサポート・ネットワーク
協力：東京パチンコボランティア基金

問合わせ先
TEL 048(796)7630（浦和まはろ相談室） E-mail problemgambling-jccg@jcom.home.ne.jp

Zoom勉強会


